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気仙広域環境未来都市：２市１町の複合的連携を実現 
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幅広いプロジェクトと日本を代表する企業の参画 

プロジェクト 
コーディ 
ネーター 

研究会参加企業 

Ａ 太陽光発電と 

エネルギー 

宮田 東北電力、日立製作所、CTC、明電舎、オリックス、
NEC、横河電機、社会システムデザイン 

Ｂ コンパクトシティと 

新交通システム 

矢野 ホーマック、インデックスコンサルティング、日本自
動車研究所、オリックス、NTT Docomo、CTC、横河
電機、日立製作所、リマテック 

Ｃ 農業・水産業の 
振興 

乗松 

田中 

日立製作所、SCSK、前川製作所、横河電機、 
キューピー、社会システムデザイン、リマテック 

Ｄ 木造住宅モデル 
開発 

野本 インデックスコンサルティング、森林組合(*)、地元建
設業者(*）、リマテック 

Ｅ 医療・介護 山村 現地医療法人／社会福祉法人等(*)、横河電機、横
河医療ソリューションズ、NTT Docomo、CTC、NEC、
沖電気、社会システムデザイン 



被災地における医療・介護と農業について 
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本日のまとめ 
 

・岩手県南部では、農業の復興は、産業振興という観点では必ずし

も優先順位の高いテーマではない 

・農業は高齢者の就労場所としては重要 

・高齢者の就労と健康寿命は相関しているようだが因果は明確で

はない。なお、岩手は高齢者の就労率は高いが健康寿命は短い 

・高齢者の居場所作り・メンタルケアの観点などから、家庭菜園の

取組みが行われつつある 

・単なる生産手段としてではなく、暮らしの豊かさ・人の交流・文化と

いった概念を含めて農業を考えると、農地があってそこで食べも

のを作るということは極めて重要 

・研究者の方には、「農業に関する知識を教えてもらえること」「農

業と暮らし/QOLに関する研究」をお願いしたい 



気仙地域における業種別就業者数の推移 

出所：平成22年国勢調査から 

雇用先としての農業は震災前に減少 



農業経営体の被災と再開の状況（平成24年3月時点） 

出所：平成22年国勢調査から 

農業は被災率も再開率も低い 

漁業経営体の被災と再開の状況（平成24年3月時点） 



自然農法などで頑張っている農家さんもいるが 
どちらかというと“地域の変わり者”という扱い 



高齢者の就業率と就業場所Top 5 

出所：平成22年国勢調査から 

岩手県沿岸は、高齢者の就業率が低く、 
農業への従事率も低い 



y = 9.4342x + 67.674 
R² = 0.14856 
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65才以上の就労率と健康寿命の関係 
（日常生活に制限のない年数 男性 都道府県別） 

男性の健康寿命と高齢者就労率は相関している 

※：横軸が65才以上の就労率、縦軸が年数、■は岩手県。 
出所：健康寿命における将来予測と生活習慣病対策の費用対効果に関する研究、平成22年度国勢調査、東日本未来都市研究会  



女性の健康寿命と高齢者就労率の相関は低い 

※：横軸が65才以上の就労率、縦軸が年数、■は岩手県。 
出所：健康寿命における将来予測と生活習慣病対策の費用対効果に関する研究、平成22年度国勢調査、東日本未来都市研究会  

y = 9.5953x + 72.437 
R² = 0.0591 
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65才以上の就労率と健康寿命の関係 
（日常生活に制限のない年数 女性 都道府県別） 



仮設住宅に併設された家庭菜園 



各戸に農地が割り当て 



認知症グループホームの 
家庭菜園 



認知症グループホームでの 
収穫祭の様子 



収穫祭・作付けなどには 
地域住民が参加 



子どもの遊びの場にも 





朝市の様子 



「野菜で笑顔をつなぐ店」 



高齢者介護施設事務長のコメント 
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「自分自身も被災して仮設住宅に住んでいる。以前は近所を散

歩して季節を感じたりしていたが、今はできない。土いじりをす

る場があることで季節を感じることができる」 
「自分で作ったものを食べることで、生きることについて考える

機会になる」 
「施設入所者だけで作付けや収穫はできない。地域の方々を呼

んで関わる機会になっている」 
「薫製や漬け物作りもみんなで楽しんでいる」 
「どうせやるならうまく作りたい。肥料のやりかたひとつで育ち方

が大きく変わる。家庭菜園といっても素人にはできない。自分

は農学部出身でもあるので作り方を教えることにしている」 



本日のまとめ 
 

・岩手県南部では、農業の復興は、産業振興という観点では必ずし

も優先順位の高いテーマではない 

・農業は高齢者の就労場所としては重要 

・高齢者の就労と健康寿命は相関しているようだが因果は明確で

はない。なお、岩手は高齢者の就労率は高いが健康寿命は短い 

・高齢者の居場所作り・メンタルケアの観点などから、家庭菜園の

取組みが行われつつある 

・単なる生産手段としてではなく、暮らしの豊かさ・人の交流・文化と

いった概念を含めて農業を考えると、農地があってそこで食べも

のを作るということは極めて重要 

・研究者の方には、「農業に関する知識を教えてもらえること」「農
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